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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
昭
和
51
年
か

ら
森
林
・
林
業
や
国
有
林
野
事
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
４
月
に
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
国
連
の
定
め
た
「
国
際
森
林

年
」
で
あ
り
、
豊
か
な
森
林
を
守
り
育
て

て
い
く
た
め
に
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
具

体
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
東
森
林
管
理
局
で

は
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
を
再
生
し
、

美
し
い
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
は
ず
み

と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国
際
森
林
年
の
目
的
は
、
森
林
の
持
続

可
能
な
経
営
に
つ
い
て
の
認
識
を
広
め
る

こ
と
で
す
が
、
「
森
林
の
持
続
可
能
な
経

営
」
と
言
っ
て
も
、
多
く
の
国
民
に
は
わ

か
り
に
く
く
、
更
に
は
日
本
や
世
界
の
森

林
の
現
況
を
少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

森
林
は
、
水
源
涵
養
、
国
土
保
全
、
生

物
多
様
性
の
保
持
、
木
材
生
産
と
い
っ
た

様
々
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
全
て
の
人
々
の
生
活
に
、
直
接

的
・
間
接
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
国
民
全
体
と
し
て
改
め
て
考
え
て

み
る
こ
と
、
そ
し
て
森
林
に
対
す
る
自
分

な
り
の
考
え
方
を
持
ち
、
そ
れ
に
対
す
る

行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
森
林
づ
く
り

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
や
、
国
産
材
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
緑
の

募
金
な
ど
で
そ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る

な
ど
、
様
々
な
形
で
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
そ
れ
ら
を
理
屈
で
説
明

す
る
前
に
、
ま
ず
は
、
身
近
な
森
林
に
親

し
ん
で
も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
と

国
内
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を｢

森
を
歩
く
」
、

サ
ブ
テ
ー
マ
は｢

未
来
に
向
か
っ
て
日
本

の
森
を
活
か
そ
う｣

｢

森
林
・
林
業
再
生
元

年
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

「
森
を
歩
く
」
と
い
う
国
内
テ
ー
マ
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
人
に

森
林
を
知
っ
て
も
ら
い
、
森
林
に
入
る
き
っ

か
け
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
平
成
23
年
度
の
グ
リ
ー
ン
フ
ェ

ア
で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
森
林

の
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
群
馬
県
内
の
小
学
生

を
対
象
に
「
国
際
森
林
年
記
念
グ
リ
ー
ン

平成２３年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８６号（２）



フ
ェ
ア
絵
画
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
（
募
集
期

間
：
平
成
22
年
12
月
24
日
～

平
成
23
年

3
月
31
日
）
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
絵

画
73
点(

24
校
）
、
書
道
１
７
３
点(

38
校
）

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
、
日
本
美
術
会
会
員
の
唐

沢
恭
二
氏
並
び
に
群
馬
県
書
道
協
会
委
員

の
黒
岩
初
音
氏
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、

絵
画
書
道
と
も
に
、
関
東
森
林
管
理
局
長

賞
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
、
上

毛
新
聞
社
賞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
長
賞
、

群
馬
テ
レ
ビ
賞
、
エ
フ
エ
ム
群
馬
賞
、

(

社)

群
馬
県
緑
化
推
進
委
員
会
理
事
長
賞

の
７
つ
の
賞
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
29
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
は
、
群
馬
県
立
前
橋
東
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
式
典
演
奏
や
同
書
道
部
に
よ

る
「
森
林
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
、
「
被
災

地
復
興
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
揮
毫
が
行

わ
れ
、
式
典
に
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
『
森
を
歩
く
』
の
趣
旨

に
基
づ
き
、
森
を
歩
く
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、
群
馬
県
林
業

技
士
会
、
日
本
森
林
林
業
振
興
会
前
橋

支
部
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
関
東
森
林

管
理
局
構
内
を
歩
く
「
樹
木
ラ
リ
ー

（
15
本
の
樹
種
を
選
抜
、
ク
イ
ズ
形
式
）
」

を
実
施
し
た
ほ
か
、
親
子
丸
太
切
り
、

シ
イ
タ
ケ
原
木
の
作
成
等
を
行
い
ま
し

た
。絵

画
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
や

当
日
の
式
典
へ
の
参
加
、
ま
た
各
コ
ー

ナ
ー
で
の
体
験
を
通
じ
て
、
世
代
を
超

え
た
人
々
と
連
携
し
、
豊
か
な
恩
恵
を

与
え
て
く
れ
る
理
想
の
森
林
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
の
大
切
さ
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
、
国
際
森
林
年
の
目
的
へ
の
第

１
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

ま
す
。

（３）平成２３年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８６号

関東森林管理局長賞を受賞された太田明花さん

書道部による「森林へのメッセージ」

群馬県立前橋東高等学校吹奏楽部



高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

昭
和
61
年
、
首
都
圏
に
住
む
多
く
の
方
々

を
対
象
に
森
林
・
林
業
の
普
及
と
国
有
林

野
事
業
の
Ｐ
Ｒ
機
関
と
し
て
八
王
子
市

廿
里
町
に
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
は
誕
生
し

と

ど

り

ま

ち

ま
し
た
。

当
時
は
木
材
価
格
が
低
迷
し
林
業
生
産

活
動
が
縮
小
の
方
向
に
あ
り
、
森
林
が
荒

れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
た
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
の
視
点
が
「
物

の
豊
か
さ
よ
り
心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
る

よ
う
に
な
り
、
森
林
に
対
す
る
要
請
も
高

度
化
・
多
様
化
し
「
森
林
を
利
用
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
が
増
加
し
た
時
期
で

も
あ
り
ま
し
た
。

高
尾
山
は
都
心
か
ら
約
50
㎞
、
新
宿
か

ら
電
車
で
約
１
時
間
と
交
通
の
便
に
恵
ま

れ
、
遊
歩
道
は
、
自
然
研
究
路
１
号
路
～

６
号
路
、
稲
荷
山
コ
ー
ス
、
い
ろ
は
の
森

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

尾
山
に
は
約
１
，
３
０
０
種
の
植
物
が
生

息
し
、
野
鳥
や
昆
虫
な
ど
の
動
物
も
数
多

く
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
休
養
林

で
す
。
高
尾
山
の
入
り
込
み
者
数
は
、
年

間
２
５
０
万
人
と
も
３
０
０
万
人
と
も
い

わ
れ
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理
解
を
広

め
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
当
セ
ン
タ
ー
へ

の
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

設
立
当
初
は
そ
れ
ま
で
前
例
の
な
い
組

織
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
か
ら
知
恵

を
し
ぼ
り
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す

る
こ
と
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
苦
労
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
26
年
目
に
入
っ

た
現
在
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
公
募
イ

ベ
ン
ト
や
小
中
学
校
の
森
林
教
室
な
ど
の

依
頼
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
も

好
評
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
工
夫
を
加
え

て
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
建
物
（
庁
舎
）
も
当
初
は

仮
住
ま
い
で
、
２
ヶ
所
に
分
か
れ
て
の
勤

務
で
し
た
。
正
式
な
庁
舎
が
完
成
し
た
の

が
３
年
後
の
昭
和
63
年
で
す
。
そ
の
後
20

年
目
と
な
っ
た
平
成
19
年
に
は
、
高
尾
山

口
に
展
示
室
と
木
工
体
験
室
を
併
設
し
た

新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
間
に
イ
ベ
ン
ト
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

日
影
沢
の
「
ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス
愛
林
」
や

大
平
の
「
森
林
ふ
れ
あ
い
館
」
、
キ
ャ
ン

プ
場
や
「
い
ろ
は
の
森
」
な
ど
が
整
備
さ

れ
活
動
環
境
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

例
年
行
っ
て
い
る
親
子
を
対
象
と
し
た

「
樹
木
博
士
と
木
工
体
験
」
で
は
、
い
ろ

は
の
森
で
樹
木
を
覚
え
、
ハ
ウ
ス
愛
林
で

認
定
試
験
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
木
工

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
愛
林
で

は
写
真
展
な
ど
も
行
い
、
一
般
の
方
に
無

料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
で
は
、

広
報
誌
の
頒
布
や
会
合
・
行
事
へ
の
積
極

的
な
参
画
を
通
じ
て
、
地
元
の
八
王
子
市
、

薬
王
院
、
高
尾
登
山
電
鉄
、
京
王
電
鉄
等

の
ご
理
解
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
の
築
き
上

げ
た
実
績
を
も
と
に
、
都
市
住
民
は
も
と

よ
り
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に
森
林
（
自
然
）

に
触
れ
合
っ
て
も
ら
い
、
新
た
な
発
見
や

感
動
を
得
て
い
た
だ
き
、
森
林
や
林
業
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
今
後
と
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
関
す
る

情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/takao/index.html
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森林ふれあい館

新庁舎（１階：展示室・木工体験室）

いろはの森での植物観察

ウッディハウス愛林での樹木博士認定試験の様子



国
有
林
の
多
い
雪
国
福
島
県
の
場
合
、

国
設
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
で
距
離
ス
キ
ー
の

競
技
と
雪
上
自
然
観
察
会
に
参
加
し
て
き

た
。
最
初
に
ア
ル
ペ
ン
の
滑
降
や
回
転
そ

し
て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
距
離
に
出
場
、
学

生
時
代
は
、
北
大
の
三
浦
雄
一
郎
ら
と
小

樽
毛
無
山
コ
ー
ス
の
滑
降
競
技
に
出
場
、

当
時
イ
ン
カ
レ
は
二
部
制
で
、
彼
は
優
勝
、

私
（
東
京
教
育
大
ス
キ
ー
部
）
は
36
位
だ
っ

た
。
福
島
県
立
高
校
教
師
時
代
は
、
距
離

競
技
を
専
門
に
ス
キ
ー
部
を
指
導
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
種
目
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。

私
自
身
も
距
離
教
員
の
部
で
県
体
ス
キ
ー

連
続
10
回
優
勝
。
国
体
ス
キ
ー
６
回
出
場
、

２
回
入
賞
な
ど
心
に
残
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー

関
係
す
べ
て
国
有
林
の
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。

１
９
６
０
年
代
、
自
然
観
察
会
が
、
裏

磐
梯
中
心
に
、
日
本
で
初
め
て
開
催
、
現

在
、
各
地
で
環
境
学
習
の
た
め
の
自
然
観

察
会
が
、
開
催
さ
れ
て
い
る
。

自
然
観
察
会
は
、
生
態
系
の
機
能
と
構

造
を
理
解
す
る
こ
と
、
特
に
森
林
の
階
層

構
造
を
観
察
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。

福
島
県
内
で
は
、
特
に
積
雪
期
間
の
長

い
会
津
地
方
で
、
距
離
ス
キ
ー
に
よ
る
雪

上
自
然
観
察
会
が
開
始
さ
れ
た
。
ア
ニ
マ

ル
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
野
生
動
物
の
行
動

観
察
、
水
資
源
問
題
を
考
え
る
重
要
な
行

事
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
。

自
然
観
察
指
導
員
養
成
も
重
要
な
事
項

で
、
日
本
自
然
保
護
協
会
と
の
連
携
に
よ

る
養
成
講
座
を
開
き
、
多
く
の
指
導
員
を

養
成
し
て
き
た
。
国
有
林
内
の
尾
瀬
と
い

う
特
異
な
環
境
理
解
の
た
め
尾
瀬
自
然
保

護
指
導
員
養
成
講
座
も
、
群
馬
県
の
自
然

保
護
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
な
が
ら
開
催
で
き

た
。最

初
、
自
然
保
護
教
育
活
動
と
し
て
運

動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
１
９
９
０
年
代

に
な
り
文
部
省
（
現
、
文
部
科
学
省
）
に

よ
り
環
境
教
育
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
西
郷
村
の
国
立
那
須
甲

子
少
年
自
然
の
家
で
は
、
文
部
省
主
催
の

各
種
現
地
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
特
に
小

学
校
教
師
の
た
め
の
全
国
研
修
会
は
、
３

年
間
継
続
さ
れ
た
。
現
在
、
福
島
県
で
は
、

環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
尾
瀬
地
方
を
考

え
、
教
師
の
た
め
の
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
な
ど
試
み
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
福
島
県
内
の
国
有
林
は
、
吾
妻

山
周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地
域
、
越
後
山

脈
森
林
生
物
遺
伝
資
源
保
存
林
、
阿
武
隈

高
地
森
林
生
物
遺
伝
資
源
保
存
林
、
東
北

地
方
の
緑
の
回
廊
、
奥
会
津
森
林
生
態
系

保
護
地
域
、
会
津
山
地
緑
の
回
廊
、
日
光
・

吾
妻
山
地
緑
の
回
廊
な
ど
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
私
は
す
べ
て
の
委
員
会
に
出
席
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

本
年
は
国
際
森
林
年
で
あ
り
、
福
島
県

内
の
国
有
林
の
保
護
と
利
用
に
つ
い
て
考

察
を
深
め
た
い
。

（５）平成２３年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８６号

奥会津森林生態系保護地域(尾瀬・重兵衛池）

天然記念物 ・福島県花ヤ エ
ハクサンシャクナゲ（吾妻連峰）

吾妻山周辺森林生態系保護地域（鎌沼）

福島森林管理署による自然観察会
（きぼっこの森）

日本における距離スキーによる
雪上自然観察会発祥地（裏磐梯）



私が勤務する鮫川森林事務所は福島県の南部にあ

る阿武隈山地に位置し、鮫川村の国有林約3,800㌶
の ぶ こ

を管理しています。

鮫川村は中山間地域で昔ながらの日本の原風景が

広がっています。真冬の星は数えきれないほど見る

ことができ、星を眺めながらの初冬の散歩はとても

寒いですが、自然の雄大さを感じることができます。

また、「江竜田の滝」や「鹿角平観光牧場」など自

然を楽しむ観光名所があり、「鹿角平観光牧場」で

は、迫力あるフリースタイルモトクロスや美味しい

バーベキューを楽しむことができる「うまいもの祭

り」が毎秋に開催され、当日は沢山の人が訪れてに

ぎわっています。

鮫川村の国有林は、奥山よりも家のすぐ裏にある

森林が多く、村の人々の生活に密着しています。お

年寄りの方々の中には、以前、国有林で植付や下草

刈りなどの仕事をしたことがあるという方々が多く、

「この辺り（だいたい家から見渡せる範囲以上！）

の山は私が植えたんだよ。」というスーパーおばあ

ちゃんもいます。しかし、現在は山での仕事は少な

くなり、村の若者に会うと「あなたはどんな仕事を

しているの？」と聞かれたり、家の裏が国有林だと

は知らない人がいたりと、国有林が身近にあるのに

遠い存在になっていると感じます。

この村の名前でもある「鮫川」の源流は、実は国有林

にあります。最近、村や下流地域のいわき市の小学生が

環境教育の一環で訪れるようになりました。また、村の

最高峰である朝日山も国有林であり、小学生の遠足や気

軽に楽しめる山として村外の人からも親しまれています。

鮫川の源流や朝日山で自然観察など森林環境教育が行わ

れることがあるので、これからは積極的に参加し、人々

との交流を通じて、国有林や森林官の仕事を伝えていき

たいと思います。

森林官、そして鮫川村民１年目の私は慣れないことや

わからないことが多い中、諸先輩方や村民の皆様のあた

たかさに支えられ、この１年を楽しく過ごすことができ

ました。２年目となる今年、沢山のことを経験し、学び

ながら、少しでも未来の鮫川村の子どもが自慢できるよ

うな森林づくりをしていきたいと思っています。

鮫川村のスローガンは「まめで達者な村づくり」です。

私も鮫川村で「まめで達者な森づくり」を目指して、こ

れからも森林官業務に奮闘していきたいと思います。

ひ る ま の ぶ こ

うまいもの祭り（楽しくて、ウマイです。）

鮫川源流での集合写真（足元の湧水が源流。）

田んぼの周りは国有林

平成２３年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８６号（６）

朝日山で自然観察



那須岳は栃木県北部に位置する那須連山の総称です

が、その主峰である茶臼岳の意味でも使われています。

茶臼岳は、日本百名山にも数えられる標高1,915㍍

の活火山です。今でも「茶臼の釜」と呼ばれる噴火口

から蒸気と火山ガスを盛んに噴出していて、遠方から

でも白い噴煙が上がっているのが観察できます。

国有林では、この茶臼岳を中心とした地域をレクリ

エーションの森「茶臼岳自然観察教育林」に指定して

います。標高の高いところではハイマツ、シャクナゲ、

ガンコウランなどの高山系の植物が生育しており、山

麓には樹齢100年を超えるコメツガ、ネズコ、ダケカ

ンバ、那須五葉松などが見られます。特に秋の紅葉時

期には、茶臼岳の裾野に広がる「姥ヶ平」周辺の山一

面が赤や黄色に彩られとても美しい様相を呈し一見の

価値が有ります。

茶臼岳へは、登山口である「峠の茶屋」（標高約1,

400㍍）まで車で行けるほか、「那須ロープウェイ」

により山頂付近（標高約1,700㍍）まで行けることか

ら、一般の方でも気軽に山頂まで訪れることができま

す。

また、茶臼岳周辺には多くの登山道がありますが、地元山岳

会や自治体などにより案内板等が整備されており、春の新緑か

ら秋の紅葉シーズンの間、登山者で賑わいを見せます。

ただ残念なのは、気軽に登れるためゴミのポイ捨てなどの問

題や、ペット連れの方が増えたことによるトラブルも増えてい

ます。

こうした状況を踏まえ、塩那森林管理署では地元の方々の協

力や、森林保護員による那須岳一帯のパトロールを行い、訪れ

る方々が気持ちよく登山できるよう、登山者のマナー向上への

呼びかけ等を行っています。

（塩那森林管理署 広報広聴連絡官）

剣が峰から望む茶臼岳

那須ロープウェイから茶臼岳を望む

茶臼岳の紅葉とひょうたん池

（７）平成２３年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８６号
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http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/akaya_fc/news/index.html
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